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　2019 年 7 月，「高次脳機能創発分野」が，株式
会社「れんせい」からの出資で新設されました。「れ
んせい」は，小・中学生向けの集団指導型教室及び
個別指導型教室の運営や，現役高校生～大学受験向
けの予備校の運営を行い，クオリティの高い教育サー
ビスを通じ「人を育てる」ことを目標としています。そ
の「れんせい」が，昨今の超高齢社会に対して，そ
の情熱を，高齢者にもむけようとされたことが，本分
野誕生の基盤にあります。
　本邦は2007 年に，65歳以上の高齢者率が 21％
を超え，「超高齢社会」に突入しました。そして，高
齢化はさらに加速し，2025 年には 30％，2060 年
には 40％と推測されています。2016 年の統計では，
平均寿命は男性 80.98 歳，女性 87.14 歳ですが，
健康寿命となると，男性72.14歳，女性74.79歳です。
長寿はめでたいことですが，2012 年の厚労省の統計
では，65 歳以上の高齢者の 7 人にひとりは認知症で
あり，また，認知症までいかなくても，軽度の認知機
能低下（MCI: mild cognitive impairment）は 8
人にひとりとされています。健康な日常生活を送るに
は，身体の健康が重要なのは言うまでもありませんが，
認知機能の衰えにも大きな関心がもたれるようになり
ました。15年ほど前に，いわゆる「脳トレ」が大ブー
ムになり，今もなお，様々な脳トレの類が人気である

ことは，高齢化と認知機能の衰えに対する関心の高さ
と関係があります。しかし，一方で，このいわゆる脳
トレ類が，実際に認知機能の衰えに効果的なのか，
科学的な方法でエビデンスがあるものは数えるほどで
す。あるいは，認知機能低下を予防し，認知機能を
向上させる最も良い方法が何なのかなどは，明確に調
べられていません。加えて，どのような方法で認知機
能を評価するのが最もよいのかも，十分解明されてい
ません。昨今は，高齢者の自動車運転に関係する認
知機能低下にも注目が集まっており，認知機能をどう
評価するかという問題にも直面しています。
　高次脳機能創発分野では，科学的な，エビデンス
に基づいた，よりよい認知機能評価，認知機能向上
のスキルを検証してゆく予定です。メンバーは，特任
教授として，元北海道大学脳神経外科教室教授寳金
清博先生をお迎えし，特任助教として，高倉祐樹先生，
本学兼任准教授として大槻が担当します。いずれも，
‘脳’ のエキスパートであり，高次脳機能障害学 / 神
経心理学の専門を生かした新しい視点とアイディアで，
認知機能を ‘創発’ してゆけたらと考えております。研
究室は，中央キャンパス総合研究棟 3 階にあります。
保健科学研究院関連諸先生方のお力添えをいただけ
れば幸いです。どうぞよろしくお願い申しあげます。
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　2019年7月5日，保健科学研究院にて第4 回国
際 シ ン ポ ジ ウ ム（The 4th FHS International 
Conference，FHS 2019）を開催いたしました。保
健科学研究院（Faculty of Health Sciences, FHS）
が主催する国際シンポジウムは2013年から隔年開催
しており，第4回目を迎えました。参加者数は，前回
の250名からさらに増えて270名余りとなりました。
今回は，協定校として台北医学大学からDr. 

Cia-Hwa Lee，高雄医学大学からDr. Chien-Chih 
Ke，Dr. Yeou-Lih Huang，Dr. Shih-Fen Hsiao，
チ ュ ラ ロ ン コ ン 大 学 か らDr. Chitanongk 
Gaogasigam， Dr. Thititip Tippayamontri， Dr. 
Sujitra Boonyong，香 港 大 学 か らDr. Denise 
Shuk Ting Cheung，中 国 科 学 院 大 学からDr. 
Wen-Jun Dingを招待した他，保健科学研究院から
大久保寅彦先生，千見寺貴子先生，学術研究員の佐
井旭さんを加えた計12名で講演会を実施しました。
看護学，臨床検査学，放射線医学，理学・作業療
法学，国際保健学といった広範な保健医療分野をカ
バーするシンポジウムになりました。
　講演に加えて，第2回国際シンポジウム（FHS 
2015）から恒例となっている，大学院生による，一人
1分間の口頭ポスター紹介（「ショットガン・プレゼン
テーション」）に続いて，ポスター発表が行われ，77
題のポスターが，E棟1階の多目的室に所狭しと張り
巡らされました。午前と午後それぞれ90分に及ぶポ
スターセッションは終始活気に溢れ，大学院生は懸命
に英語で自らの研究を招待研究者に説明し，活発な
ディスカッションが行われました。大学院生が海外で
開催される国際学会に参加する機会は限られており，
本国際シンポジウムは大学院生にとって大変貴重な機
会です。この経験を今後の研究活動に活かしてもらい
たいと期待しています。
　シンポジウム終了後の立食パーティーでは，アット
ホームな雰囲気の中，国内・海外からの招待講演者，
保健科学研究院の教員，大学院生が交流を深めまし
た。パーティーで，ポスター発表の大学院生に贈られ
る「Best Presentation Award」の発表があり，宮尾
珠央さん（生体量子科学M2），高紫君さん（健康科学
M1）の2名が受賞しました。
　末筆になりましたが，海外からの招待講演者各位，
座長および発表を引き受けていただいた保健科学研究
院の教員の方々，当日および準備にご尽力いただいた
国際交流専門部会員および事務の方々，保健科学研
究院長をはじめ参加いただいた教員，大学院生，学
部生のみなさまに感謝申し上げます。
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